
新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い致します。
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  ｢第 7 回スウィーツ甲子園奈良大会｣が 10

月 17 日にイオンモール大和郡山店にて開

催されました。

  上牧町社会福祉協議会が運営するカフェぷ

らっとは一昨年の第 5 回大会から参加し、

今回グランプリをいただくことができまし

た。

　たくさんのご支援、ご協力をいただき、

ありがとうございました。
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　スウィーツ甲子園は障害のある人が働く事業所が手作りのお菓子の味やアイデアを競うコンテストです。

　ぷらっとは、平成２５年の第５回大会から出場しており、一昨年（２位）、昨年（４位）の成績を修めて

います。今回は『花橘の薫』というケーキで、見事グランプリを受賞することができました。

　その後、平成２７年 12 月 5 日に神戸ハーバーランドで開催されましたスウィーツ甲子園関西大会に奈

良県代表として参加してきました。

　こちらでは、審査員によるプレゼンテーション審査や一般のお客様による試食投票、特設の舞台でのア

ピール等と盛りだくさんのイベントでした。

　残念ながらグランプリはいただけませんでしたが、審査員の方やお客様には美味しいと大変ご好評をい

ただきました。

　このイベントを機にカフェぷらっとの活動をますます盛り上げていこうと考えております。ご協力をい

ただいた皆様に厚くお礼を申し上げます。

　カフェぷらっとは上牧町２０００年会館にて就労継続支援 B 型事業所として喫茶業務を中心に障害の

あるメンバーさんとみんなで頑張って活動をしています。

　手作りのランチや軽食、ケーキ等を取りそろえていますので、２０００年会館にお越しの際はぜひお

立ち寄りください。お待ちしております！
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 １１月１５日（日）に２０００年会館にて災害時対応訓練を開催しました。今回の訓練では、第１部では県

内で初めて災害ボランティアセンターを設置運営した天川村社会福祉協議会より災害ボランティアセンターの

役割や住民との関わりについてご報告いただき、第２部では、住民の皆さんや関係機関の方々と災害ボランティ

アセンター運営の訓練を行いました。

　災害ボランティアセンターとは、災害により大きな被害が発生した際に設置され、被災された住民のニーズ

と町内外から駆けつけてくれたボランティアの支援をつなぐところです。

　まず、第１部では天川村社会福祉協議会の事務局次長西村氏より、平成２３年の台風１２号による土砂災害

の被害状況や災害ボランティアセンター開設までの経緯、活動内容、災害後の状況についてご報告していただ

きました。参加者の皆さんは真剣に話を聞かれていました。

　その後、第２部では住民の皆さん、関係機関の方々と災害ボランティアセンターの運営シミュレーションを

行いました。想定に基づき、災害ボランティアセンタースタッフ、住民、ボランティアの各役に分かれて行い

ました。

　この訓練は年１回行っていますが、災害時に社協がどのような役割を担っているのかを皆さんに理解してい

ただくとともに、被災時の協働や連携の基盤づくりを目的に行っています。９４名の方々にご参加いただき、

訓練での気づきや改善点も教えていただきました。参加してくださった皆様、ありがとうございました。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
紹
介

  

　

今
回
は
、
桜
ヶ
丘
二
丁
目
の
か
り
ん
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
六
日
（
木
）
「
秋
の
小
旅
行
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
き
先
は
、
三
重
県
伊
賀
上
野
。
二
十
三
名
の
桜
ヶ
丘
二
丁
目
の

皆
さ
ん
で
伊
賀
上
野
城
・
忍
者
博
物
館
・
だ
ん
じ
り
会
館
・
伊
賀
越

資
料
館
を
巡
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
気
温
も
低
か
っ
た
で
す
が
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
皆
で
の
旅
行
と
い
う
こ
と
で
「
雨
や
寒
さ
は
関
係
な
い
！
」

と
い
っ
た
様
子
で
、
各
行
程
を
じ
っ
く
り
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
伊
賀
牛
ま
ぶ
し
重
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は
団
ら
ん
タ
イ

ム
で
手
品
や
歌
の
披
露
、
ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も

盛
り
上
が
り
、
そ
の
場
は
と
て
も
和
や
か
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
土
産
を
買
わ
れ
、
無
事
桜
ヶ
丘
ま
で
帰
ら

れ
ま
し
た
。

　　

　

上
牧
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

紹
介
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
「
上
牧
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介
パ
ネ
ル
」
と
「
上

牧
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介
冊
子
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

冊
子
の
内
容
は
、
上
牧
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
各
団
体
や
そ
の
他
の

町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
紹
介
や
活
動
報
告
で
す
。
プ
チ
ち
ょ
ボ
ラ
隊

（
代
表
：
原
さ
ん
）
が
各
団
体
の
活
動
を
取
材
し
、
探
検
日
誌
と
し
て
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
「
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
・
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
の
活
動
の
き
っ
か
け
に
」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

上
牧
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
〇
〇
年
会
館
）
の
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
越
し
下
さ
っ
た
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

■写真は十二月のパネルです

■飾り作成：てあそび club
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～第２期地域福祉活動計画の策定作業が始まりました～

　平成２４年度に策定した地域福祉活動計画マッキーアクションプランが計画最終年度を迎えました。社会福祉協議会では、

関係機関の皆様とともに「第２期地域福祉活動計画」の策定に向けて策定委員会と作業委員会を組織し、議論を進めています。

 

　平成２７年１１月２日（月）に地域福祉活動計画策定委員会での議

論を補足するため、策定委員の有志の皆さんに集まっていただき「地

域福祉を考えるつどい」を開催しました。２つのグループに分かれ、

それぞれの考える上牧の状況や課題について話し合いました。

　

【グループ①】テーマ：問題を抱える高齢者

・高齢者の万引きが増加。そのなかでも認知症高齢者が多い。

・特殊詐欺被害の増加。→各家庭を訪問し、注意を促しているがインター

ホンを押しても出てきてくれない。→地域の希薄化。

・啓発の場に参加しない。→外に出ない高齢者をどうするか。

・関わりのない住民同士での苦情トラブル

・高齢者が移動しにくい。

・上牧のまちづくり

            →ＳＯＳをどう出しやすくし、どうキャッチするのか

【グループ②】テーマ：地域で気になること出来ること

■気になる！

○つどいの場

・近くのスーパーが撤退したが、以前は高齢者の憩いの場になってい

　たがそこに集まっていた人たちがどうされているか心配。

○お母さん同士のつながり

・この頃のお母さん達は公園デビュー出来ていない。

■つながりの手立ては？

○地域の月 1 回の清掃活動（緑ヶ丘自治会の事例）

・頻回に行うことにより、新しい住民の紹介や顔見知りになるきっか

　けとなる。

○地域の核になる人が必要（友が丘の事例）

・地域活動を活性化させるためには、小地域ネットワークというよう

　な活動者が代わらない団体が必要。

 

　町民大学開催に向けて、町民大学実行委員による話し合いが始められました。地域住民の

居場所づくりや健康づくりの場としての町民大学の開催を目指しています。

　平成２７年１２月１４日現在で３回にわたる話し合いが行われ、目的の確認やカリキュラ

ム案、講師案について意見を出し合われました。上牧町の皆さんの交流の場になるようにと

じっくり話し合いをされています。開催のお知らせは、詳細が決まり次第お伝えいたします！
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　社協だよりでは、広告スペースを設け

ております。広告掲載をご希望の方は社

会福祉協議会までご連絡ください。

TEL：0745-76-6098

FAX：0745-79-0895

～お知らせ～

    
    
    

    
    
    

    
    
    

    
    
    

出
張
駄
菓
子
屋
さ
ん
を
開
催
し
ま
し
た

  

共
同
募
金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
共
同
募
金
は
、
皆
様
の
多
く
の
善
意
を
い
た

だ
い
た
結
果
、
十
二
月
十
六
日
現
在
で
、
百
五
十
二
万
三
千
四
百
九

十
五
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
、
奈
良
県
共
同
募
金
会
を
通

じ
て
、
町
内
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の
助
成
や
県
内
の
社
会
福
祉
施
設

等
へ
の
助
成
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

共
同
募
金
に
ご
支
援
並
び
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
及

び
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
共
同
募
金
活
動
へ
の
ご
協
力
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

広　

告
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平
成
二
七
年
十
月
二
十
四
日
（
土
）
片
岡
台
三
丁
目

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
て
青
空
駄
菓
子
屋

さ
ん
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昔
懐
か
し
の
手
作
り
紙
芝
居
や
輪
投
げ
な
ど
を
ご
用

意
し
た
と
こ
ろ
た
く
さ
ん
の
親
子
が
参
加
を
し
て
く
だ

さ
り
大
喜
び
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
子
育
て
サ
ロ
ン
ぽ
け
っ
と
を

月
・
水
・
金
の
十
時
か
ら
十
五
時
ま
で
二
〇
〇
〇
年
会

館
の
二
階
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
金
曜
日
に
ア
ピ
タ
西
大
和
店
さ
さ
ゆ
り

ル
ー
ム
で
出
張
子
育
て
サ
ロ
ン
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

共　

同　

募　

金

◆募金箱設置にご協力いただいた方々◆

上牧町簡易郵便局・まきのは郵便局・片

岡台郵便局・南都銀行（上牧支店）・奈良

友紘会病院・西大和リハビリテーション

病院　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　（敬称略／順不同）

敬称略 / 順不同

区分（団体名） 金　額

戸別募金

街頭募金

学校募金

職域募金

上牧町商工会

（社福）郁慈会

滝川台秋祭り

募金箱

奈良友紘会病院 １００，０００円

１００，０００円

３８，２７８円

６１，６６２円

６５，０３４円

２０，０００円

１６，３２３円

３，６６５円

１，１１８，５３３円


